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第一部　【企業情報】
 

第１【企業の概況】

 

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第17期
第３四半期
連結累計期間

第18期
第３四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自　平成27年８月１日
至　平成28年４月30日

自　平成28年８月１日
至　平成29年４月30日

自　平成27年８月１日
至　平成28年７月31日

売上高 （千円） 16,210,706 25,190,382 22,967,773

経常利益 （千円） 1,358,029 2,809,512 2,094,629

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 788,460 1,838,456 1,292,466

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 788,460 1,836,946 1,292,466

純資産額 （千円） 4,555,927 6,718,869 5,072,008

総資産額 （千円） 8,255,559 12,139,713 9,586,999

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 41.86 97.27 68.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 41.63 96.81 68.23

自己資本比率 （％） 54.0 54.5 51.9

 

回次
第17期
第３四半期
連結会計期間

第18期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年２月１日
至　平成28年４月30日

自　平成29年２月１日
至　平成29年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 25.47 61.48

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信託」を導入しております。１株当たり四半期（当

期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益額の基礎となる期中平均株式数は、その

計算において控除する自己株式に当該信託が保有する当社株式を含めております。

 

２【事業の内容】
　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また主要な関係における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４経理の状況１　

四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 

 

　当社の連結子会社である株式A.T.brides、株式会社引越し侍、株式会社A.T.サポートは、平成28年12月１日付で社

名を、株式会社エイチームブライズ、株式会社エイチーム引越し侍、株式会社エイチームコネクトに変更いたしまし

た。社名変更に伴う事業内容の変更はございません。
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第２【事業の状況】
 

１【事業等のリスク】
　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】
　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
 

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　国内のインターネットを取り巻く市場は、インターネットの利用者数が平成27年末時点で推計１億46万人、イン

ターネット利用者の割合は前年と同じ83.0%となりました（総務省の平成27年「通信利用動向調査」平成28年７月公

表）。

　モバイルビジネスを取り巻く環境につきましては、平成28年３月末時点のスマートフォン契約数が7,715万件（端

末契約数の59.9％）となり,スマートフォン契約数は2018年度に1億件に達する見通しであります（MM総研「2016年度

上期 携帯電話端末出荷と契約数の推移・予測」平成28年11月公表）。

　このような状況の下、当社グループでは、平成28年８月より、EC事業をライフスタイルサポート事業から切り出

し、単独セグメント化しております。これにより、当社グループの事業セグメントは「エンターテインメント事

業」、「ライフスタイルサポート事業」、「EC事業」の３つになります。

　エンターテインメント事業では継続して新規スマートデバイス向けゲーム開発に取り組みながら、既存ゲームの機

動的な運用及び積極的な海外展開を進め、過去最高のセグメント売上・利益を達成いたしました。

　ライフスタイルサポート事業では各サービスのユーザビリティの向上等更なる充実に注力し、それぞれの産業領域

におけるマーケットシェアの拡大及び安定的な成長に向けて取り組み、過去最高のセグメント・利益売上を達成いた

しました。

　EC事業では中長期目標に沿って引き続きフルフィルメント（注）の強化に取り組んでまいりました。

その結果、当社グループは当第３四半期連結会計期間において過去最高の四半期売上・利益を達成いたし、売上・利

益ともに前年同四半期比で大幅に増加いたしました。

 

（注）フルフィルメントとは、ネット通販における受注管理、在庫管理、ピッキング、商品仕分け・梱包、発送、

代金請求・決済処理等、通販ビジネスで最も重要なコアプロセス全般を指します。また、苦情処理・問い合わせ対

応、返品・交換対応等のカスタマーサポートや顧客データ管理等の周辺業務も含まれます。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は25,190,382千円（前年同四半期比55.4％増）、営業利益

は2,770,915千円（前年同四半期比89.2％増）、経常利益は2,809,512千円（前年同四半期比106.9％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は1,838,456千円（前年同四半期比133.2％増）となりました。

 

　当連結会計年度におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較については、

前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

＜エンターテインメント事業＞

　エンターテインメント事業では、主にスマートデバイス（スマートフォン及びタブレット端末）向けゲームやツー

ルアプリの企画・開発・運営を行っております。

　ゲームアプリにつきましては、既存ゲームにおいて、平成26年12月にリリースした「ユニゾンリーグ（Unison

League）」（新感覚リアルタイムRPG）及び平成28年６月にリリースした「ヴァルキリーコネクト（Valkyrie

Connect）」（至高のハイファンタジーRPG）が国内外ともに好調に推移し、エンターテインメント事業は、過去最高

のセグメント売上・利益を達成いたしました。

 

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は14,177,117千円（前年同四半期比62.9％増）、セグメン

ト利益は2,549,851千円（前年同四半期比60.3％増）となりました。
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＜ライフスタイルサポート事業＞

　ライフスタイルサポート事業では、ライフイベントや日常生活に密着した比較サイト・情報サイト等、有益な情報

を提供する様々な便利なウェブサービスの企画・開発・運営を行っております。

　主要サブセグメント事業となる引越し関連事業、自動車関連事業、ブライダル関連事業、金融メディア事業は日々

のサイトの改善、プロモーション活動などにより培ったノウハウやブランディング戦略が奏功し、さらに繁忙期需要

増がけん引役となり、順調に利用者を増やし、総じて過去最高の売上を達成いたしました。

　「引越し侍」で知られている引越し関連事業及び「ナビクル」を中心とする自動車関連事業は継続して業界トップ

シェアを維持しております。「ハナユメ」を中心としたブライダル関連事業は、全国６エリアに12店舗のウェディン

グデスクを展開し、「ハナユメ定額ウェディング」や「ハナユメフォト」等のブライダル周辺サービスを拡充しなが

ら、サービスの品質向上に努め、順調に利用者を増やしております。「ナビナビキャッシング」を中心とする金融メ

ディア事業は同業他社と競争が激化する中、引き続き利用者数を伸ばしております。このようにライフスタイルサ

ポート事業は安定的かつ継続的な収益向上に取り組み、過去最高のセグメント売上・利益を達成いたしました。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は9,596,128千円（前年同四半期比43.7％増）、セグメン

ト利益は1,412,724千円（前年同四半期比16.6％増）となりました。

 

 

　　＜EC事業＞

　EC事業では、大型商材のEC化に本格参入し、自転車通販サイト「cyma -サイマ-」の運営を行っております。

　EC事業においては、ウェブサイトのユーザビリティの向上等を進めながら、引き続きフルフィルメントの強化に注

力しており、事業規模が順調に拡大し、売上高が前年同四半期比で大幅に増加いたしました。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,417,135千円（前年同四半期比71.0％増）、セグメン

ト損失は146,124千円（前年同四半期は129,132千円の損失）となりました。

 

 

(2）財政状態の分析

①　資産

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は12,139,713千円となり、前連結会計年度に比べ2,552,713千円

増加いたしました。これは主に、現金及び預金の増加910,420千円及び受取手形及び売掛金の増加1,173,042千円

によるものであります。

 

②　負債

　当第３四半期連結会計期間末における負債は5,420,843千円となり、前連結会計年度に比べ905,852千円増加い

たしました。これは主に、短期借入金の減少338,000千円があったものの、買掛金の増加221,723千円、未払金の

増加550,078千円及び未払法人税等の増加274,152千円によるものであります。

 

③　純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は6,718,869千円となり、前連結会計年度に比べ1,646,860千円増

加いたしました。これは主に、利益剰余金の増加1,602,362千円によるものであります。

 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、62,979千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】
 

１【株式等の状況】

　(１)【株式の総数等】

　　①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,100,000

計 32,100,000

 

　　②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年４月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年６月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,462,000 19,463,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 19,462,000 19,463,200 － －

（注）　提出日現在の発行数には、平成29年６月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

　(２)【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

　(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

　(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

　(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年２月１日～

平成29年４月30日

（注）

8,400 19,462,000 378 535,612 378 509,412

（注）１．ストック・オプションとしての新株予約権の権利行使

２．平成29年５月１日から平成29年５月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が1,200株、

資本金及び資本準備金がそれぞれ50千円増加しております。

 

　(６)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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　(７)【議決権の状況】

　　①【発行済株式】

平成29年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　302,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　19,155,500 191,555

権利内容に何ら限定のない当社の

標準となる株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　4,000 － －

発行済株式総数 19,462,000 － －

総株主の議決権 － 191,555 －

（注）１．「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式62株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信託」の信

託財産として所有する当社株式246,100株を含めております。

 

　　②【自己株式等】

平成29年４月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社エイチーム

愛知県名古屋市中村区

名駅三丁目28番12号
302,500 ― 302,500 1.5

計 － 302,500 ― 302,500 1.5

（注）　「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信託」の信託財産として保有する当社株式246,100株は、上記

自己株式には含めておりません。

 

２【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年２月１日から平成

29年４月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年８月１日から平成29年４月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

　(１)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,505,060 4,415,481

受取手形及び売掛金 2,724,573 3,897,615

たな卸資産 156,013 452,429

その他 539,375 574,784

貸倒引当金 △6,181 △6,954

流動資産合計 6,918,840 9,333,355

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,043,466 948,286

その他（純額） 278,248 255,709

有形固定資産合計 1,321,715 1,203,995

無形固定資産 622,008 793,981

投資その他の資産   

投資有価証券 106,929 170,405

敷金及び保証金 453,190 549,925

その他 169,100 97,055

貸倒引当金 △4,784 △9,006

投資その他の資産合計 724,435 808,379

固定資産合計 2,668,159 2,806,357

資産合計 9,586,999 12,139,713

負債の部   

流動負債   

買掛金 192,431 414,155

短期借入金 1,166,000 828,000

未払金 2,115,955 2,666,033

未払法人税等 297,129 571,282

販売促進引当金 4,173 3,918

株式給付引当金 39,369 20,555

役員株式給付引当金 5,602 16,808

その他 306,807 510,123

流動負債合計 4,127,470 5,030,876

固定負債   

資産除去債務 387,520 389,967

固定負債合計 387,520 389,967

負債合計 4,514,990 5,420,843

純資産の部   

株主資本   

資本金 535,045 535,612

資本剰余金 508,845 509,412

利益剰余金 5,149,852 6,752,214

自己株式 △1,222,534 △1,177,659

株主資本合計 4,971,208 6,619,580

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 － △1,510

その他の包括利益累計額合計 － △1,510

新株予約権 100,800 100,800

純資産合計 5,072,008 6,718,869

負債純資産合計 9,586,999 12,139,713
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　（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

　　【四半期連結損益計算書】

　　　【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年８月１日
　至　平成28年４月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年４月30日)

売上高 16,210,706 25,190,382

売上原価 2,576,521 3,998,568

売上総利益 13,634,184 21,191,813

販売費及び一般管理費 12,170,007 18,420,897

営業利益 1,464,177 2,770,915

営業外収益   

受取利息 535 427

投資事業組合運用益 13,566 －

為替差益 － 35,686

その他 5,715 14,219

営業外収益合計 19,818 50,333

営業外費用   

支払利息 4,447 2,446

投資事業組合運用損 － 5,096

金銭の信託運用損 93,390 －

為替差損 26,279 －

固定資産除却損 951 3,722

その他 896 471

営業外費用合計 125,965 11,736

経常利益 1,358,029 2,809,512

特別利益   

新株予約権戻入益 7,200 －

特別利益合計 7,200 －

特別損失   

減損損失 218,946 －

特別損失合計 218,946 －

税金等調整前四半期純利益 1,146,283 2,809,512

法人税等 357,822 971,055

四半期純利益 788,460 1,838,456

親会社株主に帰属する四半期純利益 788,460 1,838,456
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　　【四半期連結包括利益計算書】

　　　【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年８月１日
　至　平成28年４月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年４月30日)

四半期純利益 788,460 1,838,456

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 － △1,510

その他の包括利益合計 － △1,510

四半期包括利益 788,460 1,836,946

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 788,460 1,836,946
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　【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更

　　第２四半期連結会計期間より、Ateam Vietnam Co., Ltd.を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

１　従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引

　当社は、従業員の帰属意識の醸成と経営参画意識を持たせ、従業員の長期的な業績向上や株価上昇に対する意欲や

士気の高揚を図るとともに、中長期的な企業価値向上を図ることを目的として、当社及び当社の子会社の従業員（以

下「従業員」といいます。）を対象としたインセンティブ・プラン「株式付与ESOP信託」を導入しております。

　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の

取り扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）を適用しております。

 

　(1)取引の概要

　本制度では、株式付与ESOP（Employee Stock Ownership Plan）信託（以下「ESOP信託」といいます。）と称され

る仕組みを採用しております。ESOP信託とは、米国のESOP制度を参考にした従業員インセンティブ・プランであ

り、ESOP信託が取得した当社株式を人事考課等に応じて在職時に従業員に交付するものです。なお、当該信託が取

得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。

 

　(2)信託に残存する自社の株式

　本信託が所有する当社株式は、連結貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しております。

　自己株式の帳簿価額及び株式数

　　前連結会計年度355,368千円、204,000株、当第３四半期連結会計期間315,998千円、181,400株

 

２　業績連動型株式報酬制度

　当社は、これまで以上に当社及び当社子会社の中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意欲を高めることを目

的として、当社及び当社の子会社の取締役（社外取締役及び非常勤取締役を除く。）を対象に、新しい株式報酬制度

を導入しております。

　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の

取り扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）に準じております。

 

　(1)取引の概要

　本制度では、役員報酬BIP（Board Incentive Plan）信託（以下「BIP信託」といいます。）と称される仕組みを

採用します。BIP信託とは、米国の業績連動型株式報酬（Performance Share）制度及び譲渡制限付株式報酬

（Restricted Stock）制度を参考にした役員に対するインセンティブ・プランであり、BIP信託が取得した当社株式

を役位及び業績達成度等に応じて、原則として在任中に交付するものです。

 

　(2)信託に残存する自社の株式

　本信託が所有する当社株式は、連結貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しております。

　自己株式の帳簿価額及び株式数

　　前連結会計年度135,067千円、67,500株、当第３四半期連結会計期間129,464千円、64,700株

 

 

３　繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年８月１日
至　平成28年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年８月１日
至　平成29年４月30日）

減価償却費 272,538千円 337,503千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年８月１日　至　平成28年４月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月11日

取締役会
普通株式 141,191 7.50 平成27年７月31日 平成27年10月13日 利益剰余金

平成28年３月11日

取締役会
普通株式 95,590 5.00 平成28年１月31日 平成28年４月４日 利益剰余金

（注）　平成28年３月11日取締役会決議による配当金の総額には、「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信

託」が保有する当社株式277,500株に対する配当金1,387千円が含まれております。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年８月１日　至　平成29年４月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月９日

取締役会
普通株式 143,606 7.50 平成28年７月31日 平成28年10月７日 利益剰余金

平成29年３月10日

取締役会
普通株式 95,755 5.00 平成29年１月31日 平成29年４月４日 利益剰余金

（注）１．平成28年９月９日取締役会決議による配当金の総額には、「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信

託」が保有する当社株式271,500株に対する配当金2,036千円が含まれております。

２．平成29年３月10日取締役会決議による配当金の総額には、「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信

託」が保有する当社株式246,100株に対する配当金1,230千円が含まれております。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エイチーム(E26369)

四半期報告書

13/18



（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年８月１日　至　平成28年４月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
　 （注）２ 

エンターテイ
ンメント事業

ライフスタ
イルサポート
事業

EC事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 8,701,872 6,680,123 828,711 16,210,706 － 16,210,706

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 8,701,872 6,680,123 828,711 16,210,706 － 16,210,706

セグメント利益又は損

失（△）
1,590,878 1,211,396 △129,132 2,673,142 △1,208,964 1,464,177

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,208,964千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用でありま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「エンターテインメント事業」セグメントにおいて、当社が保有している固定資産のうち、その収益性が低下してい

るものについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。な

お、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては218,946千円であります。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年８月１日　至　平成29年４月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
　 （注）２ 

エンターテイ
ンメント事業

ライフスタイ
ルサポート事

業
EC事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 14,177,117 9,596,128 1,417,135 25,190,382 － 25,190,382

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 14,177,117 9,596,128 1,417,135 25,190,382 － 25,190,382

セグメント利益又は損

失（△）
2,549,851 1,412,724 △146,124 3,816,451 △1,045,535 2,770,915

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,045,535千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用でありま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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３　報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは迅速かつ的確な意思決定を行う体制の構築と業務の効率化を図るため、EC事業本部を新設する組織変

更をいたしました。これに伴い、第１四半期連結会計期間より、従来「エンターテインメント事業」「ライフスタイル

サポート事業」としていた報告セグメントの区分を、「エンターテインメント事業」「ライフスタイルサポート事業」

「EC事業」に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づき

作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年８月１日
至　平成28年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年８月１日
至　平成29年４月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 41.86円 97.27円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 788,460 1,838,456

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
788,460 1,838,456

普通株式の期中平均株式数（株） 18,837,081 18,901,178

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 41.63円 96.81円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 100,376 88,263

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）　１株当たり情報の算定に用いられた期中平均株式数は、「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信託」

制度において、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ESOP信託口及び役員報酬BIP信託口）が保有

する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

　１株当たり情報の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数

　前第３四半期連結累計期間　277,500株　　　　　当第３四半期連結累計期間 248,984株

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】
　平成29年３月10日開催の取締役会において、平成29年１月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　 　95,755千円

②　１株当たりの金額　　 　　　 5円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成29年４月４日

（注）　平成29年１月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払っております。
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第二部　【提出会社の保証会社等の情報】
 

　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成２９年６月７日
 

株式会社エイチーム
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人 トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　晴久　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宇治川　雄士　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エイ

チームの平成２８年８月１日から平成２９年７月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２９年２月

１日から平成２９年４月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２８年８月１日から平成２９年４月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイチーム及び連結子会社の平成２９年４月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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